
地元の活動があってこそ気が付いた
広域連携の大切さ

日時 令和４年９月１３日（火）
場所 ホテルカルチャーヴィレッジ泊
神恵内村魅力創造研究会 事務局長
しりべし女子会 会長 池本美紀



• 昭和52年11月3日 文化の日生まれ

(蛇年さそり座で忍耐力と直感はあるが毒もある)

• 神恵内生まれの神恵内育ち

(神恵内村保育所⇒小学校⇒中学校

⇒岩内高校商業科⇒北海道銀行岩内支店⇒現在)

・長所／ポジティブ、深く悩まないし気にしない

・短所／何でも後回し

・好きな言葉／置かれた場所で咲きなさい

• 神恵内村は現在人口が800人を切り、北海道で2番目に小さな自治体です

民宿きのえ荘 女将

神恵内村魅力創造研究会 事務局長

しりべし女子会 会長

神恵内村総合戦略委員

神恵内村学校運営協議会委員

神恵内村観光協会 監査委員

しりべし未来ネットワーク 副リーダー

神恵内村商工会女性部理事

岩宇地区警察県警協議会委員

北海道地学協働活動推進会議構成員

北海道景観審議会委員

【自己紹介】 民宿きのえ荘 池本 美紀 (いけもと みき)

〈 資格 〉

調理師

薬膳コーディネーター

発酵食品ソムリエ

〈 商品開発 〉

マスキングテープ

厳島神社編 恋する夕日編

サクラマスカレーレトルト食品

塩ウニのおにぎり

〈 民宿きのえ荘 〉

飲食店営業許可

惣菜製造業販売許可

食肉販売業者許可

魚介類販売業許可



地域のたくさんの小さな点が繋がり
大きなご縁で包まれますように・・・

地元の活動があってこそ気が付いた広域連携の大切さ

神恵内村魅力創造研究会

平成24年9月設立

〈 地元連携 〉

「村が何かをしてくれる」ではなく

「自分達が村に何をできるか」と視点を変え

多種多様なメンバーが集まり、自ら考え

企画し実行する有志団体です。

イベント開催、商品開発、SNS発信

郷土料理の伝承

しりべし女子会

平成28年9月設立
〈 広域連携 〉

北海道新幹線や高速道路の開通を

控え、地域に住む女子同士が繋がったら

何か良いことが出来るのではないか。

女性・母親目線で地域に人を呼び込み

交流人口を増やしたいです。

農漁男子写真展、講演会、SNS発信

特産品ＰＲ、新店舗新商品紹介

地元ラブ×商品開発

地元の食材や郷土料理を広く知って

もらうための商品開発。

サクラマスカレー うにぎり

積丹グラッセ
マスキングテープ

日々の活動



突きつけられる神恵内村の現実
過疎化、人口の減少 ～全てのマーケットの縮小～

【人口790人の村で暮らすという現実】自治体存続の危機

総人口
令和４年８月３1日現在

◇総人口 ７９０人

北海道音威子府村に次いで２番

目に人口の少ない自治体です。

後志管内では１番人口の少ない漁村

の神恵内村と、次に人口の少ない農

村の赤井川村が地域間連携を組んで

いる。

※大正６年 ５５４４人

昭和元年 ４２５０人

高齢化比率
令和４年４月１日現在

◇２５位 ４4.5％

１位 夕張市５１．４％

１７９位千歳市２２．7％

１６９位 ニセコ町２７．９％

１７０位 留寿都町２６．9％

１７５位 倶知安町２５．6％

※１７４位 札幌市 ２６．8％

という事は・・・
６５歳以上の人口 ３８０人 ４２％

７５歳以上の人口 ２２６人 ２５％

将来的の人口予測

２０３０年(８年後) ６５０人

２０４０年(１８年後) ４７４人

２０４５年(２３年後) ３９１人



平成24年9月「神恵内村魅力創造研究会」設立

少しずつ賑わいが無くなる村の中で
「村が何かをしてくれる」ではなく
「自分達が村に何をできるか」と視点を変え
自ら考え、企画し実行する有志団体です。

・6人の発起人で始まり現在は24人の会員
(多種多様なメンバーの職歴)
会社員・自営業・消防士・介護士
保育士・管理栄養士・僧侶・協力隊・公務員

・フェイスブックで村の情報をアップ
現在フォロー数は２３１２人
(令和４年８月末時点)

・イベント開催
・郷土料理の伝承
・商品開発
・メディア対応の窓口
・村の総合戦略委員として参加
・各団体への参加

などなど・・・



※商品開発事業…
サクラマスカレーの
レトルト化

【主な活動の2本柱】

５月「前略道の駅から」
春の神恵内魅力みせ鱒(マス)」

村外向けイベントとして郷土料理り販売
・サクラマスカレー
・たけのこ煮たやつ

(身欠きにしん・昆布・たけのこ)
・マスのあら汁
・岩ノリ弁当

他にも鮮魚販売、ホタテ焼き、カキ焼き、焼き鳥等

８月「復活!!神恵内音頭と盆踊り」＋ビアガーデン

村内向けイベントとして開催

神恵内村には「神恵内音頭」があり、歌詞も振り付
けも村独自のものがある。２０年以上途絶えていた
盆踊りを復活させることは、設立時からの夢でした。



【村の中での活動】

大切にしたい
地域間コラボ商品

民宿きのえ荘×岡田商店
連携事業継続力強化計画
国の認定制度



平成２９年度、北海道新聞社
「地域げんき大賞」を受賞

後志管内で小樽市以外の地域での受賞は初

◆宿にご宿泊のお客様や、魅力創造研究会のイベントなどで

村外の方と多く触れ合う立場(周遊、連携の大切さを実感)

・神恵内のみに来る方は少なく必ずどこかによって来る

・自分が自信をもっておススメ出来るスポットを増やしたい

・自分の自治体のみ考えていても、この先伸びることはない

地元で活動する中で思った事

神恵内だけでは
無理！！

周遊するお客様
地域間の連携で

神恵内にも
新たな光を

あなたの街の
良い所を

共有させて下さい

そのためには・・・



平成２８年９月(2016年)
しりべし女子会（しり女の会）誕生 ( *´艸｀)♡

後志を元気にしたい女子

（しりべし女子＝しり女（シリジョ））が、

ワイワイガヤガヤ楽しく後志の魅力を発信していきます。

後志の魅力を知りたい女子が「しり（知り）隊」となって

後志20市町村を訪れ、後志の魅力を定期的に発信いたします。

会 長 池本 美紀 （神恵内町 / 発起人・運営）

副 会 長 向田 薫 （ニセコ町 / 発起人・運営）

理 事 尾森 加奈恵（余市町）

理 事 田村 陽子 （蘭越町）

理 事 西村 なぎさ（寿都町）

理 事 吉澤 茉耶 （島牧村）

たくさんの小さな点が繋がり
後志全体が大きなご縁(円)で
包まれますように・・・

マークに入れたかったもの
• 羊蹄山(後志のシンボル)
• 日本海の波と風
• 双葉(植物が発芽して最初に出る２枚の葉)
※後志で生産されるたくさんの農作物も、
すべてこの双葉から始まる

ニセコしり女向田作成のロゴマーク



しり女誕生の背景にあるもの・・・

きっと後志の各町村にいるであろう、

キーとなる女子が繋がったら良い事が出来るんじゃないかな。

元気な女性たちの活躍

北陸新幹線開業の時に出来た石川県加賀の女性達「レディーカガ」 北海道新幹線開業に伴い、道南と青森県の女性達で作られた「津軽海峡マグロ女子会」

すごい！

これやりたい！

今、自分たちが手を取り合うことで

変わるかもしれない未来を信じて。

１０年後、２０年後、笑顔で今を振り返れるように。



Shiribesi Jyosikai
しりべし女子会

池本美紀

西村なぎさ

尾森加奈恵

吉澤茉耶

向田薫

寿都カメラ代表
寿都写真倶楽部代表
FUN TAUN寿都

寿都観光物産協会理事
寿都町社会教育委員

ファームタムタム
どんだりこんだり蘭越

エクスマ85期

温泉ソムリエマスター
ニセコ温泉部副部長
観光戦略会議委員

建築士会ヘリテージマネージャー

神恵内村魅力創造研究会(事務局長)
民宿きのえ荘女将

神恵内村観光協会監査
神恵内村総合戦略策定委員

北海道ニッカサービス
営業部主任

余市忍者衆・悪徳マネージャー
余市町観光協会企画委員長
北後志観光連絡協議会理事

島牧ユースホステル
島牧村総合戦略策定委員

それぞれ「個」の活動が
しり女の活動につながる‼



「まずは自分たちが後志を知る事から」活動テーマ

◇自らが後志を「知り隊」となり活動、発信
今まで触れたことのない伝統文化や儀式を体感する

～しりべし女子会～

余市神社祭典
(尾森・西村)

神恵内神社祭典
(尾森・池本)

岩内神社祭典
(尾森・池本・吉田・西村・田村)



◇しりべしを「知り隊」
しり女の暮らす街へ行ってみよう(お互いの交流)

～しりべし女子会～

(余市尾森×島牧吉澤×ニセコ向田)

(岩内吉田×蘭越田村)

(岩内吉田×寿都西村)

(寿都西村×神恵内池本) (岩内吉田×余市尾森)

(ニセコ向田×岩内吉田)
(ニセコ向田×

蘭越尾関・田村)

(ニセコ向田×余市尾森)

なかなか全員で集合することが難しいしり女です。
なので、２人や３人でも集まれる機会があれば
集合するようにしています



「まずは自分たちが後志を知る事から」
◇しり女の暮らす街へ行ってみよう

～しりべし女子会～

蘭越しり女のタムタムの農作業密着(春から秋)

今まで当たり前に見てきた風景の裏にあるもの。
生産者さんの想い。漁村と農村の違い。 寿都しり女は「カメラマン」【新しい気づき】



「地域の方と繋がろう」
活動テーマ ◇自らが後志を「知り隊」となり活動、発信 ⇒ 継続

～しりべし女子会～

◎しり女オススメＭＡＰの作成

(期間と部数限定での配布)

◎農漁男子の写真展

◎しりべしバイウェイへの寄稿(連載)

2017年春号から開始

◎北海道新聞 地域のサポーター

2018年12月から３連載

◎ホームページの作成

◎他団体との関わり・参加

◎しりに敷かれ隊員の募集 随時

２年目

しり女おススメのＭＡＰ作成



旬の特産品PR

～しりべし女子会～

寿都
「寿牡蠣」



～しりべし女子会～
観光庁主催「観光産業人材育成講
座」にオブザーバーとして参加

北海道１５０周年記念式典
＠北海きたえーる

ニセコリバーサイドキャンプ場
宿泊モニターツアー

先人の偉業に感謝し、それ以上に
大切なこれからの未来。

「個性」を売る時代。

テーマは
「手ぶらで女子キャン」

「しりべし女子会」が出来てから
各方面の色んな方々からお声をかけ
て頂き、体験させて頂いた事も多く、
それはどれも貴重なものでした。

北海道市町村役場
経済・商工観光担当者研修会



～しりべし女子会～

岩内町国際ソロプチミスト様 岩内町ロータリークラブ様 中小企業家同友会・小樽なぎさの会様

後志振興局・勝木局長お邪魔しました！

しりべしコトリアード推進協議会様 小樽開発建設部 様

神恵内村 高橋村長様
女性の社会参画パネル展

北海道庁にて

北海道庁 庁舎内

「
様
々
な
場
で
活
動
報
告
」



平成２９年3月27日

UHB北海道新幹線
開通一周年記念特別番組
後志に「謎の女子会登場」
と出演させてもらう

平成３０年３月２７日

読売新聞・北海道支社長対談
びっくりするぐらいな大きさで

女子会の事を掲載して頂きました

後志ＢＹＷＡＹ(冊子)に
連載させて頂いています

北海道新聞に(計3回)
連載させて頂いています



～しりべし女子会～

【未来を創る女性懇話会】
平成29年8月21日(月) 北海道庁3階

高橋知事と、全道から集められた
女性4人の意見懇話会に参加。

とても貴重な体験でした。



しりべし未来ネットワークとは・・・
若手経済人団体の集まり

～しりべし女子会～

６月 京極町・喜茂別町勉強会5月 岩内町・神恵内村勉強会 ９月 仁木町・余市町勉強会

９月 東京ツーリズム先進国視察

商工会議所青年部 商工会青年部連合会
建設業協会青年部 農業漁業青年部
観光協会事務局 町村職員
地域おこし協力隊等 地域のオピニオンリーダー

11月 倶知安町報告交流会 2月 島牧・寿都・黒松内勉強会



しりべし未来ネットワーク
岩宇勉強会

令和４年5月30日

神海苔製作体験



見学地
木古内町

道の駅 みそぎの郷きこない

• ○15時。

• 「寒中みそぎ祭り」の伝統あふれる木古内町から、道の駅にてマ

グロ女子会の津山睦さんと、近藤舞子さんとの交流。

• 木古内の近隣９町村の情報が豊富

• 木古内を拠点に旅してもらうスタイル

• 道の駅にとどまらず、町内、そして町外に誘導するように仕組ん

でいる

• 随所に道南杉がふんだんに使われ柔らかな雰囲気

• ２年連続「人気NO.1」の細かな配慮あふれる道の駅でした例え
ばトイレットペーパーは香り付きのダブル、そして個室内の荷物

置きのスペースが広め。これには女子感動。

津山 睦さん

（観光コンシェルジュ/マグ女）

近藤 舞子さん

（マグ女）

当館の役割は、木古内町を拠点とする
道南の西部9町（渡島西部4町・檜山南部5町）
広域の魅力を発信することです。



見学地
江差町

いにしえ街道

• ５月１2日(日) 11時～

• ランチが終わったら街中散策。

またいにしえ街道を歩きながら

の語りは、地域の人との出会い

や商店軒先の建築的な配慮の

お話なども聞けてすごく勉強に

なりました。

• 室谷さんの語りが面白い！そし

てフレンドリー過ぎるお人柄が超

魅力！

室谷 元男さん

「江差いにしえ資源研究会」会長

１００人の語り部の１人

軒先美術館

１２１６年

姥神大神宮 北海道最古の神社



勢いで買ってしまった御朱印帳

江差町歴まち地区の活蔵拠点「皐月蔵」

ニシン漁の頃から使われていた蔵をリノベー
ションして、カフェや写真展、映像展示、郷土料
理の講習、会議の場所などなど、幅広い活動
の拠点として使われている。

郷土料理

岩海苔ご飯

ふきんこ汁

けいらん膳

マグロ女子会さんの会合など

１００年後の蔵の未来を考える

１６０年目のリノベーション



• 髪結ぃや さんで和装をしていただいて、街歩き

に出掛けました

• 和装と髪のセットで2,000円あり得ないほどの

破格

• 地域の方たちが寄付して下さった色とりどりのお

着物から好きな柄を選んで着付けてもらいます

• 髪結ぃや さんはお忙しい中なのに、地域ボラン

ティア活動の一環として着付けて下さるのです。

着物、草履、帯、バックなど

全て町民からの寄付によるもの

「春の江差いにしえ夢開道」

恒例の花嫁行列

マグロ女子会メンバー

坂口さん



「よく食べ よく喋り よく笑う」
これが理事会!?

～しりべし女子会～

話す人

食べる人

写る人
撮る人

撮る人

写る人

吉田蒲鉾店の
かまぼこたっぷり

お肉頂きました！！



Shiribesi Jyosikai
しりべし女子会

～しりべし女子会～

実際に「しり女巡り」をされた方がいます
【後志～Shiri-beshi～めぐり愛250km歩き旅】
「旅期間」2018年6月30日～7月10日
「歩き旅」2018年7月2日～7月9日
大雨警報の出る中、島牧村までは行けずに断念

余市町スタート

神恵内村 岩内町 寿都町

ニセコ町

余市町ゴール



～しりべし女子会～

しりべし
農×漁男子

農 漁

いつか写真展・パネル展・写真集



【応募者の地域】
〇道外
熊本県、神奈川県、福島県、大阪府、
青森県、三重県、兵庫県、千葉県、
宮崎県、栃木県、広島県、京都府、愛知県

〇道内
札幌市、旭川市、小樽市、函館市、蘭越町
積丹町、神恵内村

北海道や後志地域に来た事のない方からの応募多数。
応募するために後志を調べた。
後志を知るきっかけとなりました。
※受賞者には後志の特産品を送っています。

◇いつか来てもらうための「きっかけ」づくり。
◇未来の子供たちに残したい後志の風景。
「しりべしカルタ」を作る

応募期間 平成３０年１０月２６日～１２月１５日

受賞発表 平成３０年１２月３０日

景品発送 平成３１年１月～２月



大好きな地域・後志としり女♡のために
色んなサポートしていき隊

「しりに敷かれ隊員」

【特典】
・サービス加盟店で特典を受ける事ができる
・イベントに「体験隊」として参加できる
・魅力知り隊として後志を巡ることができる
・見守り隊としてしり女を見守る事ができる
・応援隊として最前線でしり女を応援できる

かもしれない・・・

◎男女ともに募集
◎1年更新
◎１口５００円

現在

「寿都のゆべつの湯」さんで隊員証の提示で

ご本人とお連れ様１０名様まで

入浴料１００円引きの特典を受ける事が出来る



「観光」は「感幸」
しりべしに訪れる方、一人でも多く
幸せと魅力を伝えられる役割

置かれた場所で咲きなさい

地域活性化は活性化する人間が
元気であるということが大原則
自分らしく進んでいきます

本日は貴重なお時間を頂きまして、ありがとうございました

その地に住む人間が
毎日真剣に考えなければ

気づきはない



最後に、みなさまへお知らせです！


